
科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

１７４０１

若手研究(B)

2016～2014

在宅認知症高齢者を介護する家族のソーシャルサポートを活用した支援モデルの構築

Development of Social Support Assessment Scale for Family Caregivers of Older 
Adults with Dementia at Home (SSFD)

４０３６６４６４研究者番号：

安武　綾（Yasutake, Aya）

熊本大学・大学院生命科学研究部（保）・准教授

研究期間：

２６８６１９７８

平成 年 月 日現在２９   ６ １５

円     1,700,000

研究成果の概要（和文）：【目的】在宅認知症高齢者家族のソーシャルサポートを測定する尺度を開発する.
【デザイン】在宅認知症高齢 者家族のソーシャルサポート尺度の開発のための量的横断的質問紙調査.【方法】
調査表を留め置き法で配布した. 【結果】314 名(82.8%)より回収し探索的因子分析にて［情緒的支援］［実用
的家事介護支援］［適切な情報提供］［介護への意味づけへの支援］［レスパイトのた めの調整］の下位概念
で構成された.【結論】「在宅認知症高齢者家族のソ ーシャルサポート尺度」の信頼性と妥当性が確認され,在
宅認知症高齢者家族のソーシャル サポートの有無とサポート源を測定することが可能となった.

研究成果の概要（英文）：【Purpose】The aim of this study was to develop the SSFD. 【Design】This was
 an exploratory quantitative study using an interative process to develop the SSFD.【Method】Data 
analysis included descriptive statistics, exploratory factor analysis, confidence factor, 
confirmatory factor analysis.【Results】This study were then named [Emotional support], [Practical 
care and domesticities support], [Appropriate provide of information support], [Support meaning to 
care], [Adjustment for a respite care support].The Cronbach’s α of five factor from 0.880, met the
 criteria of goodness of fit. 【Conclusions】The reliability and validity of the SSFD as a measure 
for the social support of family caregivers of Older Adults with dementia at home. Future, it is 
possible to the outcome study of the social support of family caregivers of Older Adults with 
dementia.The aim of this study was to develop the SSFD.

研究分野：公衆衛生看護学
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１．研究開始当初の背景 

近年,発症初期の在宅認知症高齢者を

支える家族介護者は,患者の言動が認知

症状であるということや介護が大変であ

ることを，周囲から理解してもらえない

と感じ,社会的にも孤立し援助を求めに

くい状態にあることが明らかになってい

る(安武綾：認知症患者を介護している家

族のメタ統合，家族看護学研究，17(1)，

2-12,2011.). 

先行研究によると,在宅認知症高齢者

を介護する家族が適切なソーシャルサポ

ートを獲得することで,在宅認知症高齢

者 の Behavioral and Psychological 

Symptoms of Dementia(以下 BPSD)を予防

又は改善できるようなかかわりにつなが

っていることが明らかにされている.認

知症は,中核症状に加えて様々な BPSD に

対応していかなければならないという点

から,家族介護者の介護の特殊性がある

ため,この状況に適したソーシャルサポ

ート尺度を用いる必要があると考えた．

また,認知症患者を介護する家族のソー

シャルサポートに主観的幸福感・主観的

健康観・自己効力感などが正の相関があ

り,介護負担感,抑うつ状態などは負の相

関があるとの報告があることから,在宅

認知症高齢者を介護する家族の特性を考

慮したソーシャルサポート尺度の開発が

急務であると考えた． 

 

２．研究の目的 

在宅認知症高齢者を介護する家族のソ

ーシャルサポート尺度を開発し，認知症

高齢者の家族介護者のソーシャルサポー

トおよび関連要因（QOL・介護負担感）を

明らかにすることで,ソーシャルサポー

トを活用した家族介護者への支援モデル

を構築することを目的とした. 

 

３．研究の方法 

 第 1 段階(平成 26 年度)は,①認知症通

所介護事業所に通所する認知症高齢者の

家族②もの忘れ外来に通院する認知症高

齢者の家族③認知症家族会の家族を対象

に,在宅認知症高齢者を介護する家族の

ソーシャルサポート尺度の開発を行っ

た. 

 第 2 段階(平成 27 年度)は,第 1 段階で

対象とした①～③を対象に,作成した尺

度を用いて質問紙調査を実施し，在宅認

知症高齢者を介護する家族のソーシャル

サポートおよび関連要因（QOL(SF-8 スタ

ンダード版1ヶ月),介護負担感(Zarit介

護負担尺度日本語版短縮版(J-ZBI_8))と

の関連を明らかにした. 

 第 3 段階(平成 28 年度)は,在宅認知症

高齢者を介護する家族のソーシャルサポ

ートを活用した支援モデルについて,地

域包括支援センター職員を対象に面接調

査を実施した. 

 

４．研究成果 

 本調査では,314 名(82.8%)より回収し

た. 在宅認知症高齢者家族のソーシャル

サポート尺度は,探索的因子分析にて,

【情緒的支援】 【実用的家事介護支援】

【適切な情報提供】【介護への意味づけ

への支援】【レスパイトのための調整】

の5つの下位概念から構成された.尺度全

体の Cronbachα係数は,0.880であり信

頼性は検証された.確認的因子分析によ

るモデル適合度において, GFIは

0.865,AGFI は0.854,CFIは0.854,RMSEA

は0.083でありモデルの適合度は高く構

成概念妥当性は確保さ れた.再テスト法

により安定性が,「地域住民用ソーシャ

ルサポート尺度(JMS-SSS)(堤ら, 2000)」

と正の相関により並存妥当性が確保され

た.「在宅認知症高齢者家族のソ-シャル



サポ-ト尺度」と「Zarit 介護負担尺度日

本語版の短縮版(J-ZBI_8)」の合計得点の

相関を確認し,互いに優位な負の相関が

認められ基準関連妥当性を確認した.さ

らに,「在宅認知症高齢者家族のソ- シャ

ルサポ-ト尺度」と「健康関連 QOL 尺

度:SF-8」の身体的健康(PCS-8)には関連

が認められなかったが,精神的健康

(MCS-8)と互いに優位な正の相関が認め

られ基準関連妥当性を確認した.専門職

が提供するソ-シャルサポ-トと「介護負

担」,「PCS-8:身体的健康」,「MCS-8:精神

的健康」のいずれにも関連する結果が得

られたことは,専門職の介入の余地を十

分に示した結果といえる.そして,看護職

が趣味の継続や介護者の疲労をアセスメ

ントしサ-ビス調整を行うことと「PCS-8:

身体的健康」,「MCS-8: 精神的健康」に関

連がみられたことからも,介護者が認知

症高齢者と暮らす生活パタ-ンを新たに

作り出し,生活の中に介護を組み込んで

いくために,介護の時間を確保するため

の仕事の調整や家事の工夫,家族介護者

のストレスを軽減するような調整が必要

であることが明らかとなった.本研究に

より,在宅認知症高齢者家族のソ-シャル

サポ-ト尺度の活用により,在宅で生活す

る認知症高齢者家族のソ-シャルサポ-ト

の有無とサポ-ト源を測定することが可

能となった.また, 在宅認知症高齢者家

族のソ-シャルサポ-トと介護家族の介護

負担感,健康関連QOLとの関係も明らかと

なった.今後は,在宅認知症高齢者家族の

ソ-シャルサポ-トと家族の主観的健康感,

介護負担感,認知症高齢者のBPSDなどの

アウトカムとの関連性の検証などを進め

ることで,効果的な介入モデルの構築に

ついて検討を深めることができる. 
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